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1. 経緯と目的
半地下道路のＵ型擁壁において、完成当初

から約 3年間にわたって側壁の前面側への変
形が進行した事例がある。種々の調査からこ

の主要因を、日々の温度変化による側壁の繰

り返し微小変位に伴う背面土圧の増加である

と推定した。

本文は、上記の事例及び平成 14 年に報告
した実験の結果を踏まえて、背面土の挙動を

確認するために実施した室内模型実験の結果

を報告するものである。

2. 実験方法

図－1 に示すような模型装置を用い、擁壁に
し微小変位を与える実験を行った。

計測項目は(a)アームが擁壁から受ける水平
台座が擁壁から受ける水平力、(c)擁壁の各高さ
から受ける水平力、(d)擁壁の変位（初期地表
45mm の位置）、 (e)地表面沈下であり、ほかに土
付近の土粒子の移動状況も観測した。

3. 結果

土圧に応じた壁体の変位の仕方を「剛体」と

た実験１、および「弾塑性体」と仮定した実験

種類を実施したところ（図－2）、合計水平土圧
値は増加し、極小値も若干増加することがわか

また、繰り返し変位に伴う擁壁背面の土圧分布

的な変化、位置によって形態の異なる土粒子の

況と、そのときの地表面沈下状況を確認した。

特に壁体を「弾塑性体」と仮定した場合、擁

面側への長期変位が進行しつつも、その進行がな

体」の場合と同様に全水平土圧が増加傾向を示

とは（図－3）、現場において擁壁が一見背面土
じる方向（前面側）に変形しても、実際の土圧

する可能性があることを示唆する。
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図－1 模型の概要
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図－2 制御方法 (1)壁体が「剛体」 (2)壁体が「弾塑性体」
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(*) 土圧は、アーム部ロードセルでの荷重を擁壁面積（2,020cm2）で除した値である

図－3 合計水平土圧と擁壁変位の経時変化（実験２）


